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＜目的＞
相関最大化

多重ラベリング

特徴ベクトル クラスラベル

マルチモーダル関係学習

画像特徴 音声特徴
必ずしも両方が揃っているとは限らない

Å正準相関分析を“半教師化”
共起する多次元ベクトル対の集合に
おいて、対の一方のベクトルが
大量に欠損していたとしても、
それらの相関関係を高精度で推定

Å簡単に計算ができる
正準相関分析とほぼ同様の
計算コストで計算が可能

提案する枠組：SemiCCA正準相関分析



実験結果

Å10000個の多次元系列対を人工的に生成、一方の系列を
人為的に欠損させ、欠損率と推定精度との関係を調査
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欠損データの割合を大きくすると、
semiCCAの効果が大きくなる。
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SemiCCA

非欠損対
のみを用いた
正準相関分析

詳細は [P84] にてご紹介致します。


